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77．ホールボディーカメラの性能特性につい

　　ての検討
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　ホー一一一ルボディーカメラの性能特性を検討し本装置の有

用性について考察を行なった．使用した装置はダイナカ

メラ，ホールボディーイメージングシステムおよびスキ

ャニングテーブルであり，この3者を組合せる（以下ス

キャニング方式カメラという）ことにより，最大イメー

ジング面積190Cm×60cmを得ることができる．ホール

ボディーイメージングは患者テーブルを連続的に移動

し，シンチカメラ座標とテーブル移動座標を加算するこ

とにより行なわれる．

　空間分解能について，固有分解能は133Xeγ線でFW

HM9．Omm，9gmTcγi線で7．3mm，203Hgγ線で5．6

mm，ユ銘Auγ線で5．4mmという値を得た．総合分解能

は，10000ホールコリメータおよび99mTcγ線を用い，

距離7cmにおいて固定方式カメラでFWHMIO．5mm，

スキャニング方式カメラで10．7mm（実大において）で

あり大差はなかった．感度均一性は固定方式に比較しス

キャニング方式がはるかに秀れていた．感度均一性の改

善は検出器視野が移動することにより各部分の検出効率

が平均化されることが主な理由である．スキャニング方

式により直線性についても改善が認められた，本システ

ムによれば99mTc－Diphosphonateなどの10mCi投与

によりioformation　density　150～200counts／cm2（胸

椎部）の全身骨スキャンが10～15分程度で得られる．問

題点としては計数の数え落しがあげられる．ホールボデ

ィーイメージングの場合，1往復半のテーブルスキャニ

ングを要するが，高計数率部の存在により，テーブルス

キャニングによるイメージの継目がフィルム濃度の差と

なって現われることがある．
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　当院では新生児より成人に近い学童までを対象として

シンチレーションガンマカメラを用いて各種アイソトー

プ検査を施行しているが，従来の平行コリメーターでは

新生児は余りにも小さすぎるため拡大撮影を必要とし又

大きな学童についても縮小撮影をおこなう必要性も生ず

る．

　今回我々は任意の大きさに拡大縮小撮影が出来るPH

O／GAMMADIVCONコリメーターを使用することによ

ってそれ等の問題を満足させると同時にさらに各拡大及

び縮小された場合の分解能感度等を従来の140KeV高分

解能平行コリメt・一一・ターと比較検討した．DIVCONコリ

メーターは従来の140KeV高分解能平行コリメーターと

厚さはほぼ等しいがその使用法が多少異なるものであ

る．コリメーターの円板部分の表裏を使い分けることに

よってダイバージング及びコンバージングとして使用す

ることが出来検出器上で容易に交換することが可能であ

る．我々は各種ファントムを用いその拡大率及び縮少率

さらに分解能感度等を高分解能140KeV平行コリメータ

ー と比較し臨床にも使用した．その結果特に小児に於て

有効であるとの結論を得たので報告する．
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